
(別表) 
建築基準法施行令規則第一条の三第一項本文の認定に係る性能評価の内容 

別表－1 

評価基準 検討結果 

1 構造計算プログラムの法令及び諸規準との適合性 

・ 構造計算プログラムの適用範囲

が適切に示されていること。 

 

 

・ 適用範囲に対して構造計算に用

いる諸数値及びその方法が建築

基準法施行令第 3章第 8節に適

合しており、構造計算に用いる

設計式等が適切であること。 

· 構造計算プログラムの適用範囲は「別添３．1構造計算プロ

グラムの適用範囲」及び｢ＢＵＳ－３使用者マニュアル（以

下、｢使用者マニュアルという｣）に適切に示されていること

を確認した。 

 

· 固定荷重は入力断面より積算する方法で、その手順と計算式

は｢使用者マニュアル｣に示されていることを確認した。 

· 積載荷重、積雪荷重、風圧力及び地震力の計算式  は｢使用

者マニュアル｣に示されており、施行令に適合していること

を確認した。 

· 設計用応力の組合せは｢使用者マニュアル｣に示されており、

施行令に適合していることを確認した。 

· 材料の許容応力度及び材料強度は｢使用者マニュアル｣に示

されており、施行令に適合していることを確認した。 

· 断面計算の計算式は「使用者マニュアル｣に示されており、

関連規準に適合していることを確認した。 

· 地震カに対する層間変形角、剛性率及び偏心率の  計算式は

「使用者マニュアル」に示されており、  施行令に適合して

いることを確認した。 

· 保有水平耐力及び必要保有水平耐力の計算式は「使用者マニ

ュアル」に示されており、施行令に適合していることを確認

した。 

2 構造計算プロクラムの誤用防止策 

· 構造計算プログラムに与えられ

た操作や入力データに関し、操

作の誤り、入力の誤り、入力デ

ータの論理的な誤り、適用範囲

及び許容値のオーバーに対する

各種エラーチェックの機能があ

ること。また、エラーが発生し

た場合、使用者に対してその内

容を伝達する機能があること。 

· それらを補完するためのチェッ

クリストがあり、使用者マニュ

アルに示される構造計算プログ

ラムの適用範囲、仮定条件及び

使用上の制限のうち、構造計算

プログラムに対する操作及び入

力データに係わるチェック項目

が全て設けられていること。 

· 計算過程での故意の変更を防ぐ

ために、構造計算プログラムは

データ入力完了後から計算結果

出力の間の計算過程において、

計算処理が中断することなく行

われる一貫処理であること。 

· 操作の誤り、入力データの理論的な誤り、適用範囲及び許容

値のオーバーに対しては入力操作時にエラーチェックを実

施し、エラーが解決されなければ計算に進めない仕組みにな

っていることを確認した。 

 

· 計算実行時に発見されるエラーはエラーメッセージとして

操作画面のメッセージウィンドウに表示されることを確認

した。 

 

· チェックリストは「別添３．３チェックリスト」及び「使用

者マニュアル」に提示されており、適用範囲、仮定条件及び

使用上の制限のうち、構造計算プログラムに対する操作及び

入力データに係わるチェック項目が設けられていることを

確認した。 

 

· データ入力完了後、一貫検定処理を行う命令を実行すること

により、一貫検定計算が実行され、計算過程において、計算

処理が中断されることなく行われる一貫検定処理であるこ

とを確認した。 



別表－2 

 
3 出力された構造計算書の適正さ 

· 構造計算書の書式が適切に定め

られていること。 

 

 

 

· 構造計算プログラムが適用範囲

内で使用され、かつ、計算処理  

が正常終了した場合にのみ、認  

定番号及び性能評価番号を構造  

計算書の全頁のへツダーに出力  

する機能を有していること。 

· モデルプランにおける検定例に  

おいて、全ての部材及び建築物  

が必要な耐力等を有しているこ

とが適切に出力されること。 

· 構造計算書の書式は「別添３．４」及び「使用者マニュアル」

に示されており、適切な内容であることを確認した。また、

実施されたモデルプランの検定結果が適切に出力されている

ことを確認した。 

 

· 計算処理が中断されることなく行われる一貫検定処理を行う

命令を実行した結果、エラーがなく正常終了し、適用範囲で

使用された場合のみ、認定番号及び性能評価番号が構造計算

書の全頁のヘッダーに出力され、不正終了した場合はそれら

が出力されないことを確認した。 

 

· 一貫検定後、検定クライテリアを満たさない項目は、エラー 

メッセージ（ＮＧ）として表示・出力され、かつ、認定番号

及び性能評価番号が構造計算書に出力されないことを確認し

た。 

 

· 一貫検定後、使用者（設計者）に注意を促す必要が有る項目

は、警告メッセージ（ワーニング）として一覧表示・出力さ

れることを確認した。なお、その警告メッセージに対して使

用者（設計者）がその処置を記載することとしている。 

 

· 標準、大規模、不整形の各モデルプランの検定を実行し、そ

れらの構造計算書に、全ての部材及び建築物が必要な耐力等

を有していることを示す適切な数値等が出力されていること

を確認した。 

4 構造計算プロクラムが適切に運用され得るか 

· 構造計算プログラムを使用する  

ための使用者マニュアルがあ

り、業務方法書第 3条評価方法

(2)評価基準 4)判定基準に示す

項目に対する説明がなされてい

ること。 

· 構造計算プログラム及びコンピ

ュータ並びに使用者マニュアル

のメンテナンスが行える組織が

常設されていること。 

· 構造計算プログラムを使用するための「使用者マニュアル」

があり、業務方法書第 3条評価方法(2)評価基準 4)判定基準

に示す項目に対する説明が、「資料 1 ＢＵＳ－３使用者マ

ニュアルの構成」に示す目次で構成されていることを確認し

た。 

 

· 構造計算プログラム及び使用者マニュアルのメンテナンスを

行うために「別添 4．メンテナンス体制」に示される組織が

常設され、メンテナンスが適切に行える運営体制となってい

ることを確認した。 

· コンピュータの動作環境については「別添３．５動作確認さ

れたコンピュータ環境｣に示される範囲において確認した。 

 


